
「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第１章　基本方針に基づく施策

基本方針①　生活習慣病の発症予防と重症化予防

(1)がん

№ 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

1
がん講演会、健康教室、
健康相談等

広くがんやがん予防に関する知識を普及啓発するため、保健センターにおい
てがん講演会、健康教室、健康相談や禁煙相談等を実施する。

 喫煙関係健康教育     7回 705人
禁煙・喫煙防止相談　 1回 82人

健康展・パネル展　   10回 830人

健康推進課
区保健セン

ター

2
地域団体や医療機関等と
の連携による健康教室等
（がん）

身近な地域において広くがん予防やがん検診の重要性を普及啓発するため、
地域団体や医療機関等との連携を図り、健康教室等を実施する。

がん講演会・健康教育
11回　延482人

健康推進課
区保健セン

ター

3
学校、大学、専門学校等
との連携による出前授業
等（がん）

若い世代に向けてがん予防やがん検診の重要性を普及啓発するため、学校、
大学、専門学校等との連携を強化し、出前授業やイベント等での啓発用リー
フレットの配布等を実施する。

2回　延386回
健康推進課
区保健セン

ター

4
企業等との連携による健
康教室等（がん）

従業員や家族、顧客等に向けてがん予防やがん検診の重要性を普及啓発する
ため、企業等との連携を強化し、健康教室や窓口での啓発用リーフレットの
配布等を実施する。

がん予防教室
1回　延18人

健康推進課
区保健セン

ター

5
子宮頸がん予防ワクチン
接種時における普及啓発

子宮頸がん予防ワクチン接種時に、子宮頸がんに関する情報提供を行うとと
もに、子宮頸がん検診の重要性についても普及啓発を行う。

接種件数６，６５４件
健康推進課
保健予防係

6 がん検診

がんの早期発見・早期治療のため、最寄りの医療機関で実施する個別検診、
公民館等地域を巡回して実施する集団検診、広島市健康づくりセンターで実
施する施設検診の方法により、胃がん検診、子宮がん検診、乳がん検診、肺
がん検診、大腸がん検診を実施する。

肺がん６４，６２１人（前年度比増）
大腸がん５８，３８０人（前年度比増）
胃がん３０，４７２人（前年度比増）

子宮がん３２，８９０人（前年度比増）
乳がん２３，１９４人（前年度比増）

健康推進課

7
がん検診無料クーポン券
等の配付

子宮がん検診、乳がん検診、大腸がん検診について、受診促進を図るととも
に、がんの早期発見と正しい健康意識の普及啓発を図るため、国の「がん検
診推進事業実施要綱」に基づき、特定の年齢に達した市民に対し、がん検診
の無料クーポン券等を配付する。

（子宮がん）対象者数５，９３８人
　　　　　　受診者数　　６２３人
（乳がん）対象者数７，７７２人
　　　　　受診者数２，０７８人

健康推進課

8
Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス
検査

検査を受けたことがない方、家族にウイルス感染者がいる方、輸血や血液製
剤の投与を受けたことがある方を対象に検査を実施し、肝炎ウイルス感染者
の早期発見と早期治療につなげることで、肝がんの発生を予防する。

Ｂ型肝炎検査８，１８３件
Ｃ型肝炎検査８，３６２件

健康推進課

9 １日人間ドック助成事業
広島市国民健康保険の被保険者の疾病予防と健康増進のために、40・45・
50・55歳の対象者が本市の指定する健診機関で指定する期間内に１日人間
ドックを受ける際、健診料金の７割を助成する。

338名 保険年金課

10
様々な媒体によるがん検
診の受診勧奨

がん検診に対する意識向上を図るため、広報紙、ホームページ、健康教室等
において受診を呼びかける。

対象者にチケット形式の受診券を送付し
た。毎月１日号の広報誌（区版）に集団検
診の日程を掲載した。SNSでがん健診の
情報を発信した。

健康推進課
区保健セン

ター

11

広島県や関係機関・団体
との連携によるがん検診
の受診勧奨

がん検診の受診率の向上を図るため、広島県や関係機関・団体との幅広い協
力体制のもと、がん検診啓発キャンペーンの実施や、「元気じゃけんひろし
ま21協賛店・団体」のがん検診推進協賛の認証店数の拡大などにより、がん
検診の受診勧奨を実施する。

がん予防教室
1回　延18人健診啓発イベントを地域団
体と共催した。協会けんぽ広島支部被扶養
者を対象にショッピングモールでのがん検
診を実施した。また、同支部被扶養者にが
ん検診受診券及び未受診者へ再勧奨通知を
送付した。

健康推進課
区保健セン

ター

12
がん検診を受診しやすい
環境づくり

がん検診を受診しやすい環境をつくるため、集団検診や施設検診における休
日検診や託児の実施、特定健康診査との同時実施を行う。

休日検診：２１回（２６回予定し内５回は
新型コロナウイルス感染症による緊急事態
宣言により中止）
託児：８回
特定健康診査と５種類のがん検診の同時実
施：４５回（６０回予定し内１５回は新型
コロナウイルス感染症による緊急事態宣言
や大雨等により中止）
夜間検診：４回（５回予定し内１回は新型
コロナウイルス感染症による緊急事態宣言
により中止）

健康推進課
区保健セン

ター

13
がん検診の精密検査の受
診勧奨

がん検診で精密検査が必要と判定された方で、精密検査を受診していない方
を対象に、異常の有無や治療の必要等を確認するよう、精密検査の受診勧奨
を行う。

昨年に引き続き、精密検査を受診していな
い方へ精密検査の受診勧奨を行った。受診
勧奨通知は行動経済学（ナッジ理論）に基
づき、内容変更を行った。

健康推進課
区保健セン

ター

14
がん検診の精度管理及び
事業評価

がん検診の精度を高め、受診率の向上を図るため、「広島市がん検診精度管
理連絡協議会」を設置し、医療関係団体等と連携してがん検診の精度管理及
び事業評価を行う。

広島市がん検診精度管理連絡会議開催回数
１回

胃内視鏡検査精度管理評価部会開催回数
１回

健康推進課
区保健セン

ター

15 健康手帳の交付
がん検診や健康診査の受診結果等、健康に関する記録を記載し、健康管理に
役立てるため、健康手帳を交付する。

9667冊
健康推進課
区保健セン

ター
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第１章　基本方針に基づく施策
基本方針①　生活習慣病の発症予防と重症化予防

(2)循環器疾患

№ 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

1
健康教室、健康相談
（循環器疾患）

広く循環器疾患や循環器疾患の予防に関する知識を普及啓発するため、保健
センターにおいて健康教室や健康相談を行う。

生活習慣病予防教室
28回　延355人

健康相談69回　延203人

健康推進課
区保健セン

ター

2
地域団体や医療機関等と
の連携による健康教室等
（循環器疾患）

身近な地域において広く循環器疾患の予防や健康診査の重要性を普及啓発す
るため、地域団体や医療機関等との連携を図り、健康教室等を行う。

生活習慣病予防教室
4回　延202人

健康推進課
区保健セン

ター

3
学校、大学、専門学校等
との連携による出前授業
等（循環器疾患）

若い世代に向けて循環器疾患の予防や健康診査の重要性を普及啓発するた
め、学校、大学、専門学校等との連携を強化し、出前授業やイベント等での
啓発用リーフレットの配布等を行う。

4回／615人
健康推進課
区保健セン

ター

4
企業や医療保険者等との
連携による健康教室等
（循環器疾患）

従業員やその家族に向けて循環器疾患の予防や健康診査の重要性を普及啓発
するため、企業や医療保険者等との連携を強化し、健康教室や窓口での啓発
用リーフレットの配布等を行う。

企業が発行する広報誌に生活習慣病など健
康づくりに関する啓発用リーフレットを同
封し、普及啓発を行った。

健康推進課
区保健セン

ター

5
特定健康診査及び特定保
健指導

高血圧や脂質異常の早期発見のため、40歳以上の広島市国民健康保険の被保
険者を対象に特定健康診査及び特定保健指導を実施する。

特定健康診査実施率：24.8％
特定保健指導実施率：23.3％

健康推進課
区保健セン

ター

6
１日人間ドック助成事業
（再掲）

広島市国民健康保険の被保険者の疾病予防と健康増進のために、40・45・
50・55歳の対象者が本市の指定する検診機関で指定する期間内に１日人間
ドックを受ける際、検診料金の７割を助成する。

338名 保険年金課

7
特定健康診査の検査項目
の充実

特定健康診査において、生活習慣病の早期発見・重症化予防のために必要な
検査項目の充実を図る。

令和２年度と同様に実施
健康推進課
区保健セン

ター

8
様々な媒体等による特定
健康診査の受診勧奨

特定健康診査に対する意識向上を図るため、広報紙、ホームページ、健康教
室等において受診を呼びかける。

特定健康診査に対する意識向上を図るた
め、広報紙、ホームページ、健康教室、
SNS、WEB広告、JR広島駅におけるデジ
タルサイネージ等で受診を呼びかけた。

健康推進課
区保健セン

ター

9
地域団体等との連携によ
る特定健康診査の受診勧
奨

特定健康診査に対する意識向上を図るため、地域団体等と連携し、リーフ
レットの配布や受診の声かけ運動等を行う。

特定健康診査に対する意識向上を図るた
め、地域団体等と連携し、チラシを配布
し、受診の声かけ運動等を行った。

健康推進課
区保健セン

ター

10
特定健康診査の未受診者
に対する受診勧奨

特定健康診査の受診率の向上を図るため、特定健康診査の未受診者に対し、
通知や電話により、その重要性を説明し、受診勧奨を行う。

受診勧奨通知人数：134,732人
健康推進課
区保健セン

ター

11
特定健康診査を受診しや
すい環境づくり

特定健康診査を受診しやすい環境をつくるため、土・日曜日健診の拡大や利
便性の高い健診会場の確保、がん検診との同時実施などを行う。

特定健康診査と5種類の
がん検診同時実施回数：60回

集団健診の夜間実施：4回

健康推進課
区保健セン

ター

12 健康手帳の交付（再掲）
がん検診や健康診査の受診結果等、健康に関する記録を記載し、健康管理に
役立てるため、健康手帳を交付する。（※第１章１(1)№15再掲）

9667冊
健康推進課
区保健セン

ター

13

循環器疾患の予防行動に
結び付ける仕組みづくり
の検討

特定健康診査の受診結果から、肥満に該当しないが循環器疾患に関するリス
クの高い方に対する保健指導や医療機関への受診勧奨の方法について検討を
行う。

保険年金課が実施している「未治療者及び
治療中断者受診勧奨事業」と対象者等が重
複していることが判明したため、廃止

健康推進課
区保健セン

ター

14
脳卒中・心筋梗塞等再発
予防事業

脳卒中や心筋梗塞・狭心症の再発を予防することにより、広島市国民健康保
険の被保険者及び後期高齢者医療制度の被保険者の健康の保持増進と医療費
の適正化を図ることを目的として行う。

保健指導：24人 保険年金課
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第１章　基本方針に基づく施策

基本方針①　生活習慣病の発症予防と重症化予防

(3)糖尿病

№ 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

1
健康教室、健康相談（糖
尿病）

広く糖尿病や糖尿病の予防に関する知識を普及啓発するため、保健センター
において健康教室や健康相談を行う。

生活習慣病予防教室
28回　延355人

健康相談69回　延203人

健康推進課
区保健セン

ター

2
糖尿病の未治療者への普
及啓発方法の検討

糖尿病でありながら未治療である者を減少させ、重症化及び合併症を予防す
るため、糖尿病治療の重要性を普及啓発する方法を検討する。

保険年金課が実施している「未治療者及び
治療中断者受診勧奨事業」と対象者等が重
複していることが判明したため、廃止

健康推進課
区保健セン

ター

3
地域団体や医療機関等と
の連携による健康教室等
（糖尿病）

身近な地域において広く糖尿病の予防や健康診査の重要性を普及啓発するた
め、地域団体や医療機関等との連携を図り、健康教室等を行う。

生活習慣病予防教室
4回　延202人

健康推進課
区保健セン

ター

4
学校、大学、専門学校等
との連携による出前授業
等（糖尿病）

若い世代に向けて糖尿病の予防や健康診査の重要性を普及啓発するため、学
校、大学、専門学校等との連携を強化し、出前授業やイベント等での啓発用
リーフレットの配布等を行う。

4回／615人
健康推進課
区保健セン

ター

5
企業や医療保険者等との
連携による健康教室等
（糖尿病）

従業員やその家族に向けて糖尿病の予防や健康診査の重要性を普及啓発する
ため、企業や医療保険者等との連携を強化し、健康教室や窓口での啓発用
リーフレットの配布等を行う。

生活習慣病予防教室
13回　延240人

健康推進課
区保健セン

ター

6
特定健康診査及び特定保
健指導

糖尿病の早期発見のため、40歳以上の広島市国民健康保険の被保険者を対象
に特定健康診査及び特定保健指導を実施する。

特定健康診査実施率：24.8％
特定保健指導実施率：23.3％

健康推進課
区保健セン

ター

7
１日人間ドック助成事業
（再掲）

広島市国民健康保険の被保険者の疾病予防と健康増進のために、40・45・
50・55歳の対象者が本市の指定する健診機関で指定する期間内に１日人間
ドックを受ける際、健診料金の７割を助成する。

338名 保険年金課

8
特定健康診査の検査項目
の充実（再掲）

特定健康診査において、生活習慣病の早期発見・重症化予防のために必要な
検査項目の充実を図る。（※第１章１(2)№７再掲）

令和２年度と同様に実施
健康推進課
区保健セン

ター

9
様々な媒体による特定健
康診査の受診 勧奨 （再
掲）

特定健康診査に対する意識向上を図るため、広報紙、ホームページ、健康教
室等において受診を呼びかける。（※第１章１(2)№８再掲）

特定健康診査に対する意識向上を図るた
め、広報紙、ホームページ、健康教室、
SNS、WEB広告、JR広島駅におけるデジ
タルサイネージ等で受診を呼びかけた。

健康推進課
区保健セン

ター

10

地域団体等との連携によ
る特定健康診査の受診勧
奨（再掲）

特定健康診査に対する意識向上を図るため、地域団体等と連携し、リーフ
レットの配布や受診の声かけ運動等を行う。（※第１章１(2)№９再掲）

特定健康診査に対する意識向上を図るた
め、地域団体等と連携し、チラシを配布
し、受診の声かけ運動等を行った。

健康推進課
区保健セン

ター

11

特定健康診査の未受診者
に対する受診勧奨
（再掲）

特定健康診査の受診率の向上を図るため、特定健康診査の未受診者に対し、
通知や電話により、その重要性を説明し、受診勧奨を行う。（※第１章１(2)
№10再掲）

受診勧奨通知人数：134,732人
健康推進課
区保健セン

ター

12
特定健康診査を受診しや
すい環境づくり（再掲）

特定健康診査を受診しやすい環境をつくるため、土・日曜日健診の拡大や利
便性の高い健診会場の確保、がん検診との同時実施などを行う。（※第１章
１(2)№11再掲）

特定健康診査と5種類の
がん検診同時実施回数：60回

集団健診の夜間実施：4回

健康推進課
区保健セン

ター

13 健康手帳の交付（再掲）
がん検診や健康診査の受診結果等、健康に関する記録を記載し、健康管理に
役立てるため、健康手帳を交付する。（※第１章１(1)№15再掲）

9667冊
健康推進課
区保健セン

ター

14

糖尿病の重症化及び合併
症の予防行動に結び付け
る仕組みづくりの検討

特定健康診査の受診結果から、肥満に該当しないが糖尿病に関するリスクの
高い方に対する保健指導や医療機関への受診勧奨の方法について検討を行
う。

保険年金課が実施している「未治療者及び
治療中断者受診勧奨事業」と対象者等が重
複していることが判明したため、廃止

健康推進課
区保健セン

ター

15
糖尿病性腎症重症化予防
事業

広島市国民健康保険の被保険者及び後期高齢者医療制度の被保険者のうち、
糖尿病性腎症患者であり、重症化のリスクが高いと考えられる者について、
主治医と連携の上、専門的訓練を受けた看護師等による食事や運動等の保健
指導及び薬局の薬剤師による服薬指導を行うことにより、人工透析等への移
行を防止又は遅らせる。
また、糖尿病等の生活習慣病でありながら、未治療の者及び一定期間治療を
中断している者に対し、医療機関の受診を勧奨する通知を送付する。

保健指導：73人
受診勧奨：１，３６８人

保険年金課

①
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第１章　基本方針に基づく施策

基本方針①　生活習慣病の発症予防と重症化予防

(4)COPD(慢性閉塞性疾患)

№ 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

1

①
C
O
P

D
に
関
す

る
知
識
の

普
及
啓
発

健康教室、健 康相 談等
（ＣＯＰＤ）

保健センターにおいて、広くＣＯＰＤやその予防に関する知識を普及啓発す
るため、健康教室、健康相談や禁煙相談を行う。

喫煙防止健康教育等　７回／705人
禁煙・喫煙防止相談　 82人

健康推進課
区保健セン

ター

2

②
C
O
P
D
の
早
期

発
見
・
重
症
化
予
防

特定健康診査や肺がん検
診の場を活用したＣＯＰ
Ｄの早期発見

特定健康診査や肺がん検診の場を活用し、問診による喫煙状況の確認を通じ
て、ＣＯＰＤの早期発見に取り組む。

・特定健康診査や肺がん検診の場を活用
し、問診による喫煙状況の確認を通じて、
ＣＯＰＤの早期発見に取り組んだ。
・特定健康診査を受診した者のうち、問診
票から現に喫煙している者に対して、
COPDに関する検査等受診や禁煙外来受
診を勧める個別通知を送付した。対象者
数：2,841人

健康推進課



「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第１章　基本方針に基づく施策

基本方針②　ライフステージに応じた健康づくり

(1)次世代の健康

№ 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

1
母子健康手帳の交付及び
妊婦相談

妊娠の届出をした妊婦に対し母子健康手帳を交付し、妊娠や出産に関する相
談を行うとともに、妊娠・授乳時における飲酒・喫煙の害を周知する。

母子健康手帳交付数　8,822件
こども・家庭

支援課

2 妊婦健康診査
妊婦の健康管理、疾病の早期発見及び早期治療を図るため、医療機関におい
て健康診査（歯科健康診査を含む。）を実施する。

受診者数
・妊婦健診(延べ人数)　113,468人
・妊婦歯科健診　4,176人

こども・家庭
支援課

3
産後の母親の心身の健康
に関する普及啓発

母子健康手帳別冊(産婦健診補助券冊子)に、産後の心身の変化や産後うつ病
及び産前産後の支援事業について掲載し、母子健康手帳交付時に配付する。

配付数　8,822冊
こども・家庭

支援課

4 乳幼児健康診査

乳児の健康管理、疾病や障害の早期発見及び早期治療を図るため、医療機関
において健康診査を実施する。
また、１歳６か月児及び３歳児に対し、保健センターにおいて心身の発育・
発達状況の診査を実施し、専門職が適正な指導を行うとともに、１歳６か月
児を対象に、う蝕予防のためのフッ素塗布を行う。

受診者数
・乳児健診(延べ人数)　14,325人
・４か月健康診査　8,400人
・１歳６か月健診　5,721人
・３歳児健診　5,711人

こども・家庭
支援課

5 4か月児健康相談
4か月の乳児を対象に、疾病の予防や健康の保持増進を図るため、保健セン
ターにおいて、小児科医師、保健師、栄養士等による健康相談を行う。

４か月健康診査受診者数　8,400人
こども・家庭

支援課

6 食育教室、食生活相談
離乳食・食育教室等の開催、乳幼児健康診査等における食生活指導・相談の
実施により、望ましい食生活、子どもの発達に応じた食事の進め方、調理方
法などについて普及啓発を行い、子どもと親の健康づくりを推進する。

・離乳食・食育教室等開催
　156回、1,549人
・食生活指導・相談
　842人

こども・家庭
支援課

7
地域子育て支援センター
育児講座

妊産婦とその配偶者及び乳幼児と保護者等を対象に、子育てや子どもの病気
の予防、食生活、う蝕予防に関する教室等を開催する。

・こどもの病気に関する講演会　12回
・生活習慣向上教室　44回
・いい歯すくすく教室　12回

こども・家庭
支援課

8 運動教室、体験教室
保健センターやスポーツセンター等において、親子で楽しみながら遊びや
ウォーキングなどに取り組むため、運動教室や体験教室を行う。

34回／582組
スポーツ振興

課

9 公民館学習会
公民館において、子どもの発達段階に応じた家庭教育学級などの家庭教育の
知識や技術の向上、子育て広場やおはなし会などの子育て支援に関する事業
を行う。

事業数：285事業
参加者数：15,034人

生涯学習課

10
保育園における食育の推
進

望ましい生活習慣の確立や規則正しい食事のリズムの大切さ、家族などで食
卓を囲む機会の大切さについての啓発を図るため、給食指導や食材に親しむ
体験活動を行うとともに、保護者に対して食育通信等を通じて情報提供を行
う。

・食育通信及び家庭用配付献立を毎月１回
（12回/年）発行し、「食」への関心を高
めるとともに、栄養・食生活の改善につい
て普及啓発を実施した。

保育指導課

11
「生きた教材」である学
校給食を活用した指導

栄養バランスの大切さ、食への感謝、食事のマナー、広島の食事などについ
て、生きた教材である学校給食を活用して指導する。

給食指導資料
・献立指導資料：年11回

・教師用指導資料：年11回
・配膳表：年11回

・給食放送原稿：年11回

健康教育課

12
学校保健委員会を活用し
た食育推進

教職員及び保護者や学校医等で構成する学校保健委員会において、「食と健
康」に関する児童生徒の課題について協議や情報交換を行う。

・各校で実施する学校保健委員会におい
て、給食の残食率や食育について報告、協
議を行ったが、実績を集約していない。

健康教育課

13
「子どもがつくる我が家
のごはん」への支援

小学校卒業までに朝ごはんの、中学校卒業までに１日分の食事の、栄養バラ
ンスを考えた献立を作成し、一人で作れるようになるよう、学校・家庭で支
援する。

・家庭科・技術家庭(家庭分野)の授業で調
理実習を行うほか、夏休み等の宿題として
家庭での調理の実践を促した。
・夏休みの料理教室の開催のほか、児童・
生徒が自ら作った弁当を持参する日を設け
るなど子ども達への支援を行った。

健康教育課

14

食育だより・給食試食
会・参観日等を活用した
家庭との連携

家庭との連携促進に向け、食育だより・給食試食会・参観日等を活用し、学
校における食育のほか、給食の食材やレシピ、家庭での食生活のあり方にな
どついて情報提供を行う。

給食試食会実施状況
・小学校　ー　12校／141校

・中学校　ー　3校／64校
食育だより：11回／年

健康教育課

15
小学校における「上手な
手洗い授業」

食中毒、感染症予防には手洗いが必要であることを理解させ、正しい手洗い
習慣を習得させるため、市内小学校１年生を対象に「上手な手洗い授業」を
実施する。

市内１８校
１，２１０人に実施

食品保健課

①
子
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り



「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第１章　基本方針に基づく施策

基本方針②　ライフステージに応じた健康づくり

(1)次世代の健康

№ 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

16 未就学児への防煙教育 未就学児に対して、保育園や幼稚園での紙芝居による防煙教育を実施する。
実施状況

依頼施設　320施設
実施施設　148施設

健康推進課

17
飲酒喫煙・薬物乱用防止
教室

各学校において、薬物等の専門家を招へいし、飲酒喫煙・薬物乱用を防止す
るための授業を実施する。

市立小・中・高等学校で、薬物乱用防止教
室を実施した。
小学校：71.6%　中学校：100%　高等
学校：100%

健康教育課

18 飲酒喫煙防止の啓発活動
飲酒喫煙を防止するための啓発パンフレットを作成し、学校や幼稚園の保護
者に配布する。

リーフレット配布数：54,170部
健康推進課
健康教育課

19
常設オープンスペースの
設置

乳幼児とその保護者がいつでも気軽に集い、相互交流を図るとともに、子育
ての相談が受けられる場（常設オープンスペース）を地域団体等との協働で
運営し、子どもの食生活等に関する講座等を実施する。
また、NPO法人等が地域の身近な場所に公募型常設オープンスペースを設
置・運営する場合に、その経費の一部を補助する。

利用者数(延べ人数)
・区常設オープンスペース(7か所)
　23,837人
・つどいの広場　2,808人
・公募型常設オープンスペース(12か所)
　34,575人

こども・家庭
支援課

20
学校における地域社会と
連携した食育

地域人材や関係行政機関、ひろしま食育ネットワーク等の人材を活用し、食
育の一層の充実を図る。

出前授業
・食品保健課：18校

・農政課：5校
健康教育課

21

「わ食の日（和食・輪
食・環食）」の啓発（再
掲）

「わ食の日」のぼり旗を掲出するなどＰＲを行うとともに、ひろしま食育
ネットワークを通じて、食に関わる各主体との連携による運動を展開する。

・関係団体が行う食育教室やデジタルサイ
ネージ等で啓発活動を行った。

健康推進課

22
「朝ごはんキャンペー
ン」運動の推進

「朝ごはんキャンペーン」運動のぼり旗の掲出などＰＲを行うとともに、ひ
ろしま食育ネットワークを通じて、食に関わる各主体との連携による運動を
展開する。

・関係団体が行う食育教室やデジタルサイ
ネージ等で啓発活動を行った。

健康推進課

23

地域スポーツ 振興 担当
コーディネーターによる
子ども会や児童館の事業
への支援

地域における子どものスポーツ活動を促進するため、子ども会や児童館で実
施している体操やニュースポーツなどの指導者に対し、地域スポーツ振興担
当コーディネーターによる支援を行う。

0回／0人
スポーツ振興

課

24

「広島市未成 年者 の禁
酒・禁煙環境づくり事業
実行委員会」の取組

未成年者への喫煙・飲酒防止の普及啓発を行うため、学校、地域団体、関係
団体、関連事業者、行政で構成する「広島市未成年者の禁酒・禁煙環境づく
り事業実行委員会」の活動を通じた取組を行う。

実行委員会は一定の役割を果たしたものと
考えられることから、令和３年度で解散し
た。

健康推進課
区保健セン

ター

25
女性・男性のためのなん
でも相談

男女共同参画推進センターにおいて、介護・家族・子育て・仕事・健康な
ど、女性や男性が直面する様々な悩みや不安に対応する相談を実施する。

≪相談件数実績≫
[女性のための相談]

○　電話相談（女性のためのなんでも相
談）2,756件
○　面接相談

　　法律　　　　　32件
　　就労支援　　     2件
　　こころ　　　　14件

[男性のためのなんでも相談]
○　電話相談　　223件

男女共同参画
課

②
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第１章　基本方針に基づく施策

基本方針②　ライフステージに応じた健康づくり

(2)働く世代の健康

№ 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

1
がんの発症予防と早期発
見

がんの発症を予防するため、がんやがん予防に関する正しい知識の普及啓発
を行うとともに、がんの早期発見・早期治療につなげるため、がん検診の受
診率の向上を図る。

肺がん検診　　２５．８％
大腸がん検診　２３．３％
胃がん検診　　１２．２％
子宮がん健診　３３．６％
乳がん検診　　２８．４％

健康推進課

2
循環器疾患の発症予防と
高血圧・脂質異常の早期
発見

循環器疾患の発症を予防するため、循環器疾患に関する正しい知識の普及啓
発を行うとともに、高血圧や脂質異常を早期に発見し、循環器疾患への移行
及び重症化を予防するため、健康診査の受診率や特定保健指導の実施率の向
上を図る。

特定健康診査実施率：24.8％
特定保健指導実施率：23.3％

健康推進課
区保健セン

ター

3
糖尿病の発症予防と早期
発見

糖尿病の発症を予防するため、糖尿病やその予防に関する正しい知識の普及
啓発を行うとともに、糖尿病を早期に発見し、糖尿病の重症化を予防するた
め、健康診査の受診率の向上を図る。

特定健康診査実施率：24.8％
健康推進課
区保健セン

ター

4
ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺
疾患）の発症予防と早期
発見

ＣＯＰＤの発症を予防するため、ＣＯＰＤとその予防方法に関する正しい知
識の普及啓発を行うとともに、ＣＯＰＤの早期治療につなげるため、既存の
健康診査の場を活用し、早期発見に取り組む。

・特定健康診査や肺がん検診の場を活用
し、問診による喫煙状況の確認を通じて、
ＣＯＰＤの早期発見に取り組んだ。
・特定健康診査を受診した者のうち、問診
票から現に喫煙している者に対して、
COPDに関する検査等受診や禁煙外来受診
を勧める個別通知を送付した。対象者数：
2,841人

健康推進課
区保健セン

ター

5 健全な食生活の推進

自分の適正体重にあった食事量や栄養バランスのとれた食事内容について、
理解を深めることができるよう取組を進めるとともに、若い世代に対して、
中食、外食も含めてバランスのとれた食事を選択できるよう、分かりやすい
情報提供等に努める。

各区保健センターで作成した「家庭で作る
元気じゃけん定食」を使ったリーフレッ
ト、男性向けの食育啓発リーフレットを作
成し、イベント等で配布した

健康推進課
区保健セン

ター

6
運動習慣の継続を目指し
た取組

健康ウォーキングの推進や40代からのメタボリックシンドローム対策支援事
業等、運動習慣を継続することができるよう取組を進める。

《健康ウォーキング》
　69回／417人

《メタボリックシンドローム対策支援事
業》
　8回／572人

スポーツ振興
課

7
メンタルヘルスに関する
知識の普及啓発等

睡眠やストレス解消により心身の疲労を回復し、健康を保持することができ
るよう取組を進めるとともに、自殺の原因となるこころの病気を早期に発見
し、早期支援・早期治療につなげるため、メンタルヘルスに関する知識の普
及啓発を図る。

・うつ病・自殺(自死)対策ホームページに
おいて、メンタルヘルス対策も含めたうつ
病の知識と対処法を紹介するとともに、こ
ころの健康問題に関わる悩みの相談窓口等
を掲載している。
・3月の自殺対策強化月間を中心に、新聞
広告の掲載、リーフレットの作成等の広報
啓発活動を幅広く実施し、こころの健康問
題に関わる悩みの相談窓口の紹介等を行っ
た。
・うつ病・自殺(自死)予防に関するパネ
ル、リーフレットを区役所等で展示した。

精神保健福祉
課

精神保健福祉
センター

健康推進課

8
喫煙率の減少に向けた取
組

喫煙による健康への悪影響や生活習慣病の発症を防ぐため、禁煙教室や禁煙
相談の実施等により禁煙を支援し、喫煙率の減少を図る。

喫煙防止健康教育等　７回／705人
禁煙・喫煙防止相談　 82人

健康展・パネル展　10回／830人

健康推進課
区保健セン

ター

9 適正飲酒の普及啓発
多量飲酒を防止することにより生活習慣病の発症を予防するため、健康教室
や健康相談の実施等により、飲酒が与える影響や適正な飲酒について普及啓
発する。

区役所ロビー等において、適正飲酒に関す
るパネル展示やリーフレットを配布した。

健康推進課
区保健セン

ター

10 歯周病の早期発見
歯周病の予防や歯の早期喪失の防止のため、歯と口に関する健康教室や歯科
相談を実施するとともに、企業等と連携し、節目年齢歯科健診の受診率向上
を図る。

節目年齢歯科健診受診者数：13,736人
受診率：12.8％

健康推進課
区保健セン

ター
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第１章　基本方針に基づく施策

基本方針②　ライフステージに応じた健康づくり

(2)働く世代の健康

№ 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

11

「広島市地域保健・職域
保健連携推進協議会」事
業（働く世代の健康づく
り）

地域保健と職域保健の関係団体・機関等で構成する「広島市地域保健・職域
保健連携推進協議会」において、生活習慣の改善や健康診査の受診率向上
等、働く世代の健康づくりに関する取組を行う。

協議会開催：1回
健康推進課
区保健セン

ター

12
個人の健康管理を支援す
る食の環境づくり

生活習慣病の予防や重症化を防止するため、外食メニュー等の栄養成分表示
の改善など、食生活を支援する環境づくりを進める。

「元気じゃけんひろしま21協賛店・団
体」の食生活協賛認証店数の拡大とその普
及啓発に取り組んだ。

健康推進課

13
身体活動・運動に取り組
みやすい機会や場の提供

ウォーキングコースの設定や公園の健康器具の整備など、身体活動や運動に
取り組みやすい機会や場を提供する。

4か所の公園において健康遊具を設置し
た。

公園整備課

休養・メンタルヘルスに関する事業所向け
ポスターを作成し、企業等へ配布するなど
普及啓発を図った。

健康推進課

各区の保健センターで、精神保健福祉相談
を行っている。

精神保健福祉
課

区保健セン
ター

15
地域団体、企業等との連
携による喫煙率の減少

喫煙による健康への悪影響や生活習慣病の発症を防ぐため、地域団体、企
業、関係団体等と連携を図り、喫煙率の減少に向けた取組を行う。

「元気じゃけんひろしま21協賛店・団
体」の禁煙支援認証店数の拡大とその普及
啓発に取り組んだ。

健康推進課
区保健セン

ター

16

地域団体、企業等との連
携による適正飲酒の普及
啓発

多量飲酒を防止することにより生活習慣病の発症を予防するため、地域団
体、企業、関係団体等と連携を図り、適正な飲酒について普及啓発する。

区役所ロビー等において、適正飲酒に関す
るパネル展示やリーフレットを配布した。

健康推進課

17
歯周病予防に関する知識
の普及啓発

歯周病の予防や歯の早期喪失の防止のため、歯科医師会と連携して、日頃か
ら継続的にデンタルフロス等を使用し、歯と口の健康管理に努めておられる
方を対象とした「ビューティフル歯ッション賞」の認定等に取り組む。

令和3年度から廃止 健康推進課

②
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企業や関係団体等との連携を図り、働く世代のメンタルヘルス対策に取り組
む。また、個人の状況に応じた専門的な相談を受けやすくするため、相談体
制の充実を図る。

メンタルヘルス対策14



「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第１章　基本方針に基づく施策

基本方針②　ライフステージに応じた健康づくり

(3)高齢者の健康

№ 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

1 健康診査等
生活習慣病の早期発見のため、広島市国民健康保険の被保険者や後期高齢者
医療の被保険者を対象に健康診査を実施するとともに、各種がん検診を実施
する。

後期高齢者健康診査受診者数
20,056人

健康推進課
区保健セン

ター

2 介護予防教室
地域包括支援センターにおいて、地域住民を対象とした介護予防の普及啓発
に資する運動、栄養、口腔、認知症等に係る介護予防教室を開催する。

開催回数：1,843回
参加者数：32,602人

地域包括ケア
推進課

3
シニア健康ウォーキング
教室

運動機能の維持・向上を図るため、地域に出向いて健康ウォーキング講座を
開催する。

中学校区ごと：18回/306人
その他：7回/156人

健康推進課
区保健セン

ター

4 公民館学習会
公民館において、団塊世代を含めた高齢期準備教育、認知症予防のための講
座など、高齢社会に対応した事業を実施する。

事業数：176事業
参加者数：15,396人

生涯学習課

5
「８０２０」いい歯の表
彰

80歳以上で20本以上の自分の歯を保つことを目指した「８０２０運動」の
普及啓発を図るため、「８０２０」を達成した市民を対象に「８０２０」い
い歯の表彰を行う。

被表彰者数
894名

健康推進課
区保健センター

6
地域介護予防拠点整備促
進事業

地域包括支援センターがコーディネーターとなり、高齢者が気軽に通える場
所に「地域に開かれた住民運営の介護予防拠点」の整備を促進する。

地域介護予防拠点か所数：879か所
参加者数：20,749人

地域包括ケア
推進課

7
高齢者いきいき活動ポイ
ント事業

高齢者の健康づくりなどを促進するため、高齢者による健康増進・介護予防
に資する活動、元気じゃ健診、がん検診、節目年齢歯科健診等の受診、地域
でのボランティア活動の実績に基づきポイントを付与し、集めたポイント数
に応じて奨励金を支給する。

ポイント事業参加者（事業4年目）
77,593人

ポイント事業対象者（事業5年目）
253,164人（令和4年10月末時点）

高齢福祉課

8
介護予防活動を行う高齢
者の自主グループ化の支
援

高齢者の主体的な健康づくりを促進するため、保健センターにおいて、料理
や運動などの介護予防活動を行う高齢者の自主グループ化を支援する。

把握自主グループ数：144
自主グループ育成支援：93回

健康推進課
区保健セン

ター

9
介護予防リーダー養成講
座

高齢者の主体的な健康づくりを促進するため、保健センターにおいて、講習
会を開催し、介護予防活動を推進するためのリーダーを養成する。

健康推進課
区保健セン

ター

10
スポーツセンター等にお
ける健康・体力づくり

スポーツセンター等において、高齢者を対象とした健康・体力づくりのため
の事業の実施、情報提供及び活動の場の提供等を行う。

地域スポーツの振興
　37回／65人

健康・体力づくり事業
　12回／1,049人

スポーツ振興
課

11 老人クラブへの支援

健康づくり、レクリエーション活動、老人教養講座の開催及び社会奉仕活動
等の事業を展開する老人クラブ（連合会を含む。）を支援することにより、
高齢者の知識及び経験を活かした生きがいと健康づくりのための多様な社会
活動を促進する。

単位老人クラブへの助成金　456クラブ
31,299千円

市老人クラブ連合会への補助金
38,570千円

高齢福祉課

12
高齢者の文化・スポーツ
活動等

全国健康福祉祭（ねんりんピック）への選手団派遣及び高齢者作品展の開催
を支援することにより、高齢者の文化・スポーツ活動等の振興を図る。

～高齢者作品展～
新型コロナウイルス感染症の影響により中

止
～全国健康福祉祭～

新型コロナウイルス感染症の影響により中
止

高齢福祉課

13
老人福祉センター等の設
置・運営

地域における高齢者の自主的な活動の拠点とするため、老人福祉センター等
を設置・運営する。

老人福祉センター3施設の運営
　　管理運営費：67,231千円

　　補　修　費：0千円
老人いこいの家17施設の運営

　　管理運営費：235,216千円
　　補　修　費：2,512千円
老人集会所２８施設の運営

　　管理運営費：13,794千円
　　補　修　費：1,256千円
老人集会施設６５施設の運営
　　必 要 経 費：4,718千円

老人運動広場の７２か所の運営
　　必 要 経 費：4,705千円

高齢福祉課

14 老人福祉大会の開催支援
高齢者福祉関係功労者の表彰などを行う「老人福祉大会」の開催を支援する
ことにより、市民の高齢者への理解を促進する。

老人福祉大会は、新型コロナウイルス感染
症の影響により中止

高齢福祉課
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第１章　基本方針に基づく施策

基本方針③　社会全体で健康を支え守るための社会環境整備

№ 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

・各区が中心となって、町内会・自治会の
加入促進に係る取組を検討・実施した。
・市ホームページからの加入申請方法を周
知するチラシを市民課等窓口で転入・転居
者に配布した。
・宅建協会、不動産協会と締結した協定に
基づき、加盟店舗に加入促進チラシを配布
する等の取組を実施した。
・集会施設整備費補助、屋外掲示板設置補
助を実施した。
・町内会などの地域団体がホームページを
作成するためのシステム「こむねっとひろ
しま」について、出前講座等によりホーム
ページの開設後の運営を支援した。
・町内会・自治会等実態調査の結果に基づ
いた新しい取組について準備を進めた。

市民活動推進課

①各区において、地域の魅力や活力の向上
に資する住民の主体的かつ継続的な活動に
対し、補助金等の交付や物品の提供などを
行う「区の魅力と活力向上推進事業」を実
施。
・住民と区役所が連携・協働した取組数
　85事業
・補助事業数
　38事業
　（新規：17事業、継続：21事業）
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響に
より中止事業あり

②有識者、各区の地域団体で活動する住
民、関係団体に属する方で構成する地域コ
ミュニティ活性化に関する懇談会を開催す
るなど、地域コミュニティ活性化ビジョン
の策定に取り組んだ。

コミュニティ
再生課

2
自主グループや地域団体
との連携による健康
ウォーキングの推進

健康ウォーキング推進者や介護予防自主グループ、花づくりグループや公衆
衛生推進協議会等の地域団体とともに、「花や緑」があり「ごみ」のない
ウォーキングコースの設定やウォーキング大会の開催、ウォーキングマップ
の作成等を行う。

3回/41人
（令和3年11月末時点）

健康推進課
区保健セン

ター

3 自主グループの活動支援
地域における健康づくりを促進するため、健康ウォーキング等の自主グルー
プの継続的な活動を支援する。

把握自主グループ数：144グループ
うち、ウォーキング関連：78グループ

自主グループ育成支援：40回
（令和3年11月末時点）

健康推進課
区保健セン

ター

4 障害者の健康づくり事業
障害者のグループや団体からの依頼に基づき、地域で障害者向けのフィット
ネス体操やスポーツの実技指導を行うとともに、健康づくりに関する相談、
啓発を行う。

36回 障害福祉課

5
精神保健福祉に関する普
及啓発

保健センターにおいて、メンタルヘルスや精神障害に対する正しい知識・理
解の促進のため、地域団体等と協力し、地域住民を対象とした講演会・地域
交流会・精神保健福祉ボランティア養成講座等を行う。

保健センターにおける集団指導
実施回数　　   　４５回
参加人数　　　８２９人

精神保健福祉
課

6 公民館学習会
公民館において、健康ウォーキング講座や医療講座など、地域における市民
の主体的な健康づくりに対応した事業を行う。

事業数：117事業
参加者数：9,837人

生涯学習課

7
すこやか食生活推進リー
ダーや食生活改善推進員
の育成と活動支援

正しい食生活の知識の普及啓発を行うため、「すこやか食生活推進リー
ダー」や「食生活改善推進員」の育成と活動の支援を行う。

リーダー育成  4８回延２６６人
食生活改善推進員育成  ４８回延３５１人

健康推進課
区保健セン

ター

8
健康ウォーキング推進者
の育成と活動支援

地域において健康ウォーキングを普及するため、健康ウォーキングの楽しさ
や効用を広める「健康ウォーキング推進者」の育成と活動の支援を行う。

推進者数        303人
活動実績回数  25回

ウォーキング推進者育成支援
6回実施／延べ87名参加

健康推進課
区保健セン

ター

9
「元気じゃけんひろしま
21協賛店・団体」の認
証店数の拡大等

市民の健康づくりを支援するため、「元気じゃけんひろしま21協賛店・団
体」の認証店数の拡大とその普及啓発に取り組む。

禁煙・禁煙支援　　266店舗
食生活協賛　　　　415店舗
ウォーキング協賛　116店舗
 健康づくり協賛 　 482店舗
がん検診推進協賛  147店舗

健康推進課
区保健セン

ター

10
ひろしま食育ネットワー
クの運営

ひろしま食育ネットワーク参加団体が、互いの連携を強化し、食育に関する
取組をより効果的・効率的に実施するための取組を行う。

登録数　86団体 健康推進課

11 特定給食施設等への指導

特定給食施設（継続的に１回100食以上又は１日250食以上の食事を供給す
る施設）等で提供される食事の利用者を健康にするため、栄養的に配慮され
た給食内容の改善に向けて、特定給食施設等に対する従事者講習会や巡回指
導を実施する。

従事者講習会　４回延８９施設
指導数（巡回・文書・電話）８０回

健康推進課
区保健センター

12
家庭や職場、飲食店等に
おける受動喫煙防止対策

家庭や職場、飲食店等における受動喫煙防止対策を推進するため、企業や医
療保険者等、職域保健の関係団体・機関と連携して、取組を行う。

食品衛生責任者養成講習会における改正健
康増進法の説明及び資料配付  約3,000部
改正健康増進法に関する資料配付(飲食店
向け)約2,000部

健康推進課

13 自助団体への支援
アルコール･薬物･ギャンブル依存関連の自助団体の活性化を図るため、行事
への協力等の支援を実施する。

依存症支援者研修会　2回　95人
家族教室　6回（オブザーバー依頼）

精神保健福祉
センター

地域活動の活発化のため
の取組

1
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地域住民等との連携・協働のもと、各区の地域資源や特性を生かした地域起
こしを推進するとともに、町内会・自治会等をはじめとする地域コミュニ
ティの活性化を図る。
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第１章　基本方針に基づく施策

基本方針③　社会全体で健康を支え守るための社会環境整備

№ 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

・第２次広島市環境基本計画(計画期間：平成２８年度から令和２年度)
環境局

環境政策課

・第３次広島市環境基本計画(計画期間：令和３年度から令和７年度)
第３次広島市環境基本計画の内容を踏ま
え、生活環境の保全に係るものも含め、各
行政分野において個別具体的な施策を実施

環境局
環境政策課

15 ・ひろしま下水道ビジョン2030

･浸水常襲地区の床上・床下浸水解消率  約
47%
･管渠の改築延長  約152㎞
･汚水処理人口普及率97.1%

下水道局
計画調整課

16 ・広島市水道ビジョン
安全でおいしい水の供給、水道施設の更
新・改良、災害対策の充実等の施策を推進

水道局
企画総務課

17 ・「水の都ひろしま」推進計画
水辺のオープンカフェ9店舗

水辺のコンサート14回

観光政策部
おもてなし推

進担当

・広島市緑の基本計画2011-2020 緑政課

・広島市みどりの基本計画2021-2030

緑の基本計画に基づき、公園緑地の整備や
民有地緑化、「みどりづくり」を担う人材
の育成等を推進し、市民、企業、行政と
いった様々な主体が役割分担と連携を図り
ながら潤いある緑のまちづくりを進めた。

緑政課

・広島市食料・農業・農村ビジョン 農政課

・第6次広島市基本計画
地産地消の推進（葉物野菜のPR、広島広
域都市圏生産・出荷促進商談会の実施
等）、担い手育成事業の実施

農政課

20 ・広島市森林（もり）づくりプラン２１ 憩の森の維持管理を実施。 農林整備課

21 ・広島市水産振興基本計画

地産地消の推進(広島湾七大海の幸普及推
進実行委員会による、こども食堂へのクロ
ダイの提供、広島湾七大海の幸ポスターコ
ンクールの開催など)

水産課

22 地域医療体制の確保 ・広島県保健医療計画（地域保健医療計画）

広島市民病院
・地域がん診療連携拠点病院、救急病院、
災害拠点病院、地域医療支援病院、総合周
産期母子医療センター
舟入市民病院
・小児救急医療拠点病院、救急病院
北部医療センター安佐市民病院
・地域がん診療連携拠点病院、救急医療機
関、災害拠点病院、地域医療支援病院
安芸市民病院
・救急告示病院

医療政策課
（広島市立病

院機構）

23

市民が主体となって地域
福祉に取り組むための仕
組みづくり

・広島市地域共生社会実現計画（地域福祉計画）

高齢者地域支え合い事業や住民主体型生活
支援訪問サービス事業、地域の子育てオー
プンスペースの運営支援など、地域住民に
よる地域福祉活動を促進する取組を行っ
た。

地域共生社会
推進課

24 食の安全・安心の確保 ・広島市食品衛生監視指導計画
・立入検査　１３，７４４件
・食品などの検査　７５５検体

食品保健課

25 学校教育 ・広島市教育振興基本計画
広島市教育振興基本計画に基づき、各事業
を実施した。

教育委員会
教育企画課
健康教育課

緑豊かな都市環境づくり

農業・水産業の振興

14

19
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生活環境の保全
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)

第２章　基本方針を実現するために取り組む生活習慣等に関わる分野ごとの施策

(1)栄養・食生活

№ 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

1
食育教室、食生活相談
（再掲）

離乳食・食育教室等の開催、乳幼児健康診査等における食生活指導・相談の
実施により、望ましい食生活、子どもの発達に応じた食事の進め方、調理方
法などについて普及啓発を行い、子どもと親の健康づくりを推進する。（※
第1章２(1)№６再掲）

・離乳食・食育教室等開催
　156回、1,549人
・食生活指導・相談
　842人

こども・家庭支
援課

2
保育園における食育の推
進（再掲）

望ましい生活習慣の確立や規則正しい食事のリズムの大切さ、家族などで食
卓を囲む機会の大切さについての啓発を図るため、給食指導や食材に親しむ
体験活動を行うとともに、保護者に対して食育通信等を通じて情報提供を行
う。

・食育通信及び家庭用配付献立を毎月１
回（12回/年）発行し、「食」への関心
を高めるとともに、栄養・食生活の改善
について普及啓発を実施した。

保育指導課

3
地域子育て支援センター
育児講座（再掲）

妊産婦とその配偶者及び乳幼児と保護者等を対象に、子育てや子どもの病気
の予防、食生活、う蝕予防に関する教室等を開催する。（※第1章２(1)№
７再掲）

・こどもの病気に関する講演会　12回
・生活習慣向上教室　44回
・いい歯すくすく教室　12回

こども・家庭支
援課

4
「生きた教材」である学
校給食を活用した指導
（再掲）

栄養バランスの大切さ、食への感謝、食事のマナー、広島の食事などについ
て、生きた教材である学校給食を活用して指導する。（※第1章２(1)№11
再掲）

給食指導資料
・献立指導資料：年11回

・教師用指導資料：年11回
・配膳表：年11回

・給食放送原稿：年11回

健康教育課

5
「20代のための食育」
啓発事業

20歳代に対し、「望ましい食習慣の形成・食に関する自己管理能力の育
成」を図るため、趣旨に賛同する大学や企業等と連携し大学生を中心とした
新しい発想や企画を生かした啓発活動の実施や具体的な取組の検討を行う。

・７大学の大学生がそれぞれ食育プロ
ジェクトを展開。
・産学官連携による積極的な取組と情報
公開を行う。

健康推進課

6
大学等と連携した食に関
する取組

若い世代に対し、食への関心を喚起し、中食、外食も含めた栄養バランスの
とれた食事を選択できるよう、大学等と連携し、出前健康講座や健康情報紙
の配布、イベント会場等におけるパネル展示や栄養相談など、広く啓発活動
を行う。

出前栄養講座　４校　525人
大学祭等への参加　１校　87人

健康推進課

7
生活習慣病予防教室、健
康相談（栄養・食生活）

保健センター等において、生活習慣病の予防・改善を図るため、栄養・食生
活に関する健康教室や健康相談を行う。

集団指導　14回　2８２人
個別相談　３２５人

健康推進課
区保健センター

8
40代からのメタボリッ
クシンドローム対策支援
事業

スポーツセンターにおいて、40歳以上のメタボリックシンドロームの該当
者及び予備群を対象に、生活習慣の改善のための食生活の指導や運動指導等
を行う。

8回／572人 スポーツ振興課

9
高齢者への低栄養予防教
室

地域包括支援センターが実施する介護予防教室において、高齢者の低栄養を
予防するための教室を実施する。

地域包括支援センターが地域住民を対象
に開催する介護予防教室において、低栄
養予防に関する教室を開催した。
（参考）介護予防教室の開催実績
・開催回数：1,843回
・参加者数：32,602人
※低栄養予防教室のみの実績は未集計

地域包括ケア推
進課

健康推進課
区保健センター

10
健全な食生活に関する知
識の普及

全世代に望ましい食習慣やバランスのとれた食事に関する知識を広く普及す
るため、区民まつりや健康展等の場を活用した取組を行う。

集団　3４回　4,394人
個別　　２５人

健康推進課
区保健センター

①
生
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)

第２章　基本方針を実現するために取り組む生活習慣等に関わる分野ごとの施策

(1)栄養・食生活

№ 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

11

「元気じゃけんひろしま
21協賛店・団体」食生
活協賛の認証店数の拡大

栄養成分表示を行う飲食店等を増やすため、市民の健康づくりを支援する
「元気じゃけんひろしま21協賛店・団体」食生活協賛の認証店数を拡大す
る取組を推進する。

禁煙・禁煙支援　　266店舗
食生活協賛　　　　415店舗
ウォーキング協賛　116店舗
 健康づくり協賛 　 482店舗
がん検診推進協賛  147店舗

健康推進課
区保健センター

12
ひろしま食育ネットワー
クの運営（再掲）

ひろしま食育ネットワーク参加団体が、互いの連携を強化し、食育に関する
取組をより効果的・効率的に実施するための取組を行う。（※第1章３№
11再掲）

登録数　86団体 健康推進課

13
関係団体等との連携によ
る食育推進

市民の健全な食生活を推進するため、公益社団法人広島県栄養士会やひろし
ま食育ネットワークの参加団体等と連携して、望ましい食習慣の定着につな
がる取組を行う。

出前栄養講座　４校　525人
大学祭等への参加　１校　87人

健康推進課
区保健センター

14

「わ食の日（和食・輪
食・環食）」の啓発（再
掲）

「わ食の日」のぼり旗を掲出するなどＰＲを行うとともに、ひろしま食育
ネットワークを通じて、食に関わる各主体との連携による運動を展開する。
（※第1章２(1)№21再掲）

・関係団体が行う食育教室やデジタルサ
イネージ等で啓発活動を行った。

健康推進課

15
「朝ごはんキャンペー
ン」運動の推進（再掲）

「朝ごはんキャンペーン」運動のぼり旗の掲出などＰＲを行うとともに、ひ
ろしま食育ネットワークを通じて、食に関わる各主体との連携による運動を
展開する。（※第1章２(1)№22再掲）

・関係団体が行う食育教室やデジタルサ
イネージ等で啓発活動を行った。

健康推進課

16

「広島市地域保健・職域
保健連携推進協議会」事
業（栄養・食生活）

地域保健と職域保健の関係団体・機関等で構成する「広島市地域保健・職域
保健連携推進協議会」において、働く世代に適切な食事内容や量についての
理解を図るための取組を行う。

協議会開催：1回
健康推進課

区保健センター

17
飲 食 店 等 に 対 す る メ
ニュー表示改善の取組

外食メニュー等の栄養成分を分かりやすくするため、飲食店やファースト
フード店等に対して、メニューの表示方法の工夫について働きかけを行う。

「元気じゃけん定食」認証　38店舗
健康推進課

区保健センター

18
企業と連携した食の情報
提供

市民を取り巻く食に関する情報を広く普及するため、コンビニエンスストア
等の企業と連携して、効果的な情報提供について検討する。

元気じゃけんひろしま２１協賛店事業へ
のコンビニ・スーパー等の参加370店舗

健康推進課
区保健センター

19
特定給食施設等への指導
（再掲）

特定給食施設等で提供される食事の利用者を健康にするため、栄養的に配慮
された給食内容の改善に向けて、特定給食施設等に対する従事者講習会や巡
回指導を実施する。（※第1章３№12再掲）

従事者講習会　４回延８９施設
指導数（巡回・文書・電話）８０回

健康推進課
区保健センター

20
食品衛生に関するリスク
コミュニケーション

食の安全・安心について市民や事業者の理解を深めるため、食品衛生講習会
などを開催して、情報提供や意見交換を行う。

食品衛生講習会（動画配信等含む）
４２回  　延１，９１７名

食品保健課

21

すこやか食生活推進リー
ダーや食生活改善推進員
の育成と活動支援（再
掲）

正しい食生活の知識の普及啓発を行うため、「すこやか食生活推進リー
ダー」や「食生活改善推進員」の育成と活動の支援を行う。（※第1章３№
７再掲）

リーダー育成  4８回延２６６人
食生活改善推進員育成  ４８回延３５１人

健康推進課
区保健センター

22 自主グループの活動支援
市民の主体的な取組を促進するため、地域で健康料理教室等の活動を行う自
主グループの活動を支援する。

自主グループ育成・支援回数：
40回（全体）

低栄養予防の自主グループ：17

健康推進課
区保健センター

23
学校における地域社会と
連携した食育(再掲)

地域人材や関係行政機関、ひろしま食育ネットワーク等の人材を活用し、食
育の一層の充実を図る。（※第1章２(1)№20再掲）

出前授業
・食品保健課：18校

・農政課：5校
健康教育課
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第２章　基本方針を実現するために取り組む生活習慣等に関わる分野ごとの施策

(2)身体活動・運動

番号 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

1
健康ウォーキングの場や
機会の提供

健康ウォーキングの場や機会を提供するため、健康ウォーキング大会、健康
ウォーキング教室、シニア健康ウォーキング教室を開催する。

健康ウォーキング教室（シニア含む）
32回／569人

健康推進課
区保健センター

2
ウォーキング認定証等の
交付

日常的に取り組む動機付けとするため、ウォーキングの取組状況に応じた認
定証等の交付を行う。

認定証交付延人数：２６１人
健康推進課

区保健センター

3
運動教室、体験教室
（再掲）

保健センターやスポーツセンター等において、親子で楽しみながら遊びや
ウォーキングなどに取り組むため、運動教室や体験教室を行う。（※第１章
２(1)№８再掲）

34回／582組 スポーツ振興課

4
生活習慣病予防教室、
健康相談（運動）

保健センターにおいて、生活習慣病の予防・改善のため、運動に関する健康
教室や健康相談を行う。

生活習慣病予防教室
28回　延355人

健康推進課
区保健センター

5
地域スポーツ振興担当
コーディネーターによる
支援

地域におけるスポーツ活動を促進するため、公民館で実施している健康づく
り事業などの指導者に対し、地域スポーツ振興担当コーディネーターによる
支援を行う。

38回／287人 スポーツ振興課

6
４０代からのメタボリッ
クシンドローム対策支援
事業（再掲）

スポーツセンターにおいて、40歳以上のメタボリックシンドロームの該当
者及び予備群を対象に、生活習慣の改善のための食生活の指導や運動指導等
を行う。（※第２章１№８再掲）

8回／572人 スポーツ振興課

7
高齢者の運動機能の
維持・向上対策

地域包括支援センターにおいて、高齢者の運動機能の維持・向上を図るた
め、高齢者が実践しやすい体操の普及啓発や転倒予防教室等を行う。

地域包括支援センターが地域住民を対象
に開催する介護予防教室において、運動
機能維持・向上のための教室を実施する
とともに、地域介護予防拠点におけるい
きいき百歳体操等の取組を支援した。
（参考）介護予防教室の開催実績
・開催回数：1,843回
・参加者数：32,602人
※運動機能に関する教室のみの実績は未
集計

健康推進課
地域包括ケア推

進課
区保健センター

8
障害者の健康づくり事業
（再掲）

障害者のグループや団体からの依頼に基づき、地域で障害者向けのフィット
ネス体操やスポーツの実技指導を行うとともに、健康づくりに関する相談、
啓発を行う。（※第１章３№４再掲）

36回 障害福祉課
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第２章　基本方針を実現するために取り組む生活習慣等に関わる分野ごとの施策

(2)身体活動・運動

番号 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

9

自主グループや地域団体
と の 連 携 に よ る 健 康
ウォーキングの推進
（再掲）

健康ウォーキング推進者や介護予防自主グループ、花づくりグループや公衆
衛生推進協議会等の地域団体とともに、「花や緑」があり「ごみ」のない
ウォーキングコースの設定やウォーキング大会の開催、ウォーキングマップ
の作成等を行う。（※第１章３№２再掲）

3回/41人
（令和3年11月末時点）

健康推進課
区保健センター

10

健康ウォーキング推進者
の育成と活動支援
（再掲）

地域において健康ウォーキングを普及するため、健康ウォーキングの楽しさ
や効用を広める「健康ウォーキング推進者」の育成と活動の支援を行う。
（※第１章３№８再掲）

推進者数        303人
活動実績回数  25回

ウォーキング推進者育成支援
6回実施／延べ87名参加

健康推進課
区保健センター

11
ウォーキング自主グルー
プの活動支援

市民の主体的な取組を促進するため、ウォーキング自主グループをつくり、
活動を支援する。

把握自主グループ数：144グループ
自主グループ育成支援：40回

健康推進課
区保健センター

12

「元気じゃけんひろしま
21 協 賛 店 ・ 団 体 」
ウォーキング実践協賛の
認証店数の拡大

ウォーキングの普及や指導を行っている団体等を増やすため、市民の健康づ
くりを支援する「元気じゃけんひろしま21協賛店・団体」ウォーキング実
践協賛の認証店数を拡大する取組を推進する。

健康推進課
区保健センター

13 運動の機会と場の提供
ウォーキングマップの作成など、情報の発信や取り組みやすい運動の機会・
場を提供するため、企業、関係団体等と連携を図る。

健康教室
1回　延18人

健康推進課
区保健センター

14

「広島市地域保健・職域
保健連携推進協議会」事
業（運動）

地域保健と職域保健の関係団体・機関等で構成する「広島市地域保健・職域
保健連携推進協議会」において、働く世代の運動習慣を定着させるための取
組を行う。

協議会開催：1回
健康推進課

区保健センター

15 スポーツ推進委員委嘱
生涯スポーツの普及・振興を図るため、広島市スポーツ推進委員を委嘱し、
市民に対しスポーツの実技指導、助言を行う。

３７９名 スポーツ振興課

16 学校体育施設開放事業
市民の健康や体力増進を図るための場として、広島市立小学校、中学校及び
高等学校の体育施設を学校体育施設開放事業として開放する。

小学校１38校、中学校６０校、高校１校
全199校の開放を行った。

スポーツ振興課

17
スポーツセンターの相談
機能の強化

健康づくり・体力づくりに関するスポーツセンターの相談機能を強化するた
め、保健センターや健康づくりセンター等の保健医療関係機関・団体等との
連携を図る。

0回／0人 スポーツ振興課

18 公園のバリアフリー化
高齢者、障害者を含め、すべての市民が健康づくりや余暇活動など様々な活
動を気軽に行うことができる公園とするため、公園のバリアフリー化を進め
る。

9か所の公園においてバリアフリー化を進
めた。

公園整備課

19
公園等への健康器具等の
設置

すべての市民がそれぞれのライフスタイルに応じた健康づくりができる公園
の整備を進めるため、街区公園や近隣公園、河岸緑地に健康器具等を設置す
る。

4か所の公園において健康遊具を設置し
た。

公園整備課

20
河岸緑地と平和大通りの
ベンチの設置

散歩やジョギングで日々親しみ、多くの観光客が訪れる河岸緑地と平和大通
りを、魅力的で憩える場所とするため、市民の協力も得ながらベンチを設置
する。

ベンチの設置は行っていない。（公園整
備課）
市民等から寄附を得て、河岸緑地に新た
に4基のベンチを設置した。（緑政課）

公園整備課
緑政課
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第２章　基本方針を実現するために取り組む生活習慣等に関わる分野ごとの施策

(3)休養・メンタルヘルス

番号 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

1
健康教室、健康相談（睡
眠・ストレス解消）

保健センターにおいて、睡眠やストレス解消の実践に生かすため、健康教室
や健康相談を行う。

機会を捉えて啓発を行った
健康推進課
区保健セン

ター

2
余暇活動等に関する情報
提供

日常生活の中に休養を取り入れ、ストレスを上手に解消するため、余暇活動
等に関する情報を提供する。

保健センターロビー等において、休養、ス
トレス解消に関するリーフレット配布、パ
ネル展示を行った。

健康推進課
区保健セン

ター

3
公園のバリア フリ ー化
（再掲）

高齢者、障害者を含め、すべての市民が健康づくりや余暇活動など様々な活
動を気軽に行うことができる公園とするため、公園のバリアフリー化を進め
る。（※第２章２№19再掲）

9か所の公園において、公園施設（便所、
手すり）のバリアフリー化を進めた。

公園整備課

4
産後の母親の心身の健康
に関する普及啓発（再
掲）

母子健康手帳別冊(産婦健診補助券冊子)に、産後の心身の変化や産後うつ病
及び産前産後の支援事業について掲載し、母子健康手帳交付時に配付する。
（※第１章２(1)№３再掲）

配付数　8,822冊
こども・家庭

支援課

5 心の健康づくり大会等
精神保健福祉センターにおいて、メンタルヘルスに関する知識を広く普及啓
発するため、心の健康づくり大会や心の健康に関する講演会を開催する。

講演会等　11回　137人
精神保健福祉

センター

6
精神保健福祉に関する普
及啓発

保健センターにおいて、メンタルヘルスや精神障害に対する正しい知識・理
解の促進のため、地域団体等と協力し、地域住民を対象とした講演会・地域
交流会・精神保健福祉ボランティア養成講座等を開催する。また、メンタル
ヘルスに関するパネル展示やリーフレットの配布を行う。

保健センターにおける集団指導実施回数
45回

参加人数　　829人

精神保健福祉
課

7
うつ病・自殺予防に関す
る普及啓発

自殺やうつ病等の精神疾患に関する正しい理解の促進のため、うつ病・自殺
対策に関するシンポジウムの開催、リーフレットの作成・配布等を、自殺予
防週間（９月10日～16日）や自殺対策強化月間（３月）に合わせて実施す
る。

・心といのちを守るシンポジウムの開催
（11月13日）
９月の自殺予防週間に合わせて、専門家に
よるうつ病等の講演やパネルディスカッ
ションを実施する予定だったが、新型コロ
ナウイルス感染症感染拡大により、広島県
の集中対策期間と重なったことから、延期
して11月に行った。(参加者数６９人)
・ホームページの充実強化
うつ病等の精神疾患についてや、様々な悩
みの相談窓口、悩みを抱える身近な人への
対応方法、自殺（自死）統計資料、イベン
ト告知等に係る情報を掲載している。

精神保健福祉
課

8
企業と連携した健康教室
（メンタルヘルス）

従業員やその家族等のメンタルヘルスへの理解を深めるため、企業に出向い
て健康教室を行う。

健康教室
0回

健康推進課
区保健セン

ター

9
「広島市地域保健・職域
保健連携推進協議会」事
業（メンタルヘルス）

地域保健と職域保健の関係団体・機関等で構成する「広島市地域保健・職域
保健連携推進協議会」において、職場のメンタルヘルス対策のための取組を
行う。

協議会開催：1回
健康推進課
区保健セン

ター

10

男女共同参画推進セン
ターにおける相談（再
掲）

男女共同参画推進センターにおいて、介護・家族・子育て・仕事・健康な
ど、女性や男性が直面する様々な悩みや不安に対応する相談を実施する。
（※第１章２(1)№25再掲）

≪相談件数実績≫
[女性のための相談]

○　電話相談（女性のためのなんでも相
談）2,756件
○　面接相談

　　法律　　　　　32件
　　就労支援　　     2件
　　こころ　　　　14件

[男性のためのなんでも相談]
○　電話相談　　223件

男女共同参画
課
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第２章　基本方針を実現するために取り組む生活習慣等に関わる分野ごとの施策

(3)休養・メンタルヘルス

番号 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

11
保健センターにおける精
神保健福祉相談

保健センターにおいて、精神的な悩みや精神的な病気に対する相談に精神保
健福祉相談員が応じる。また、日を定めて精神保健福祉相談医（精神科医
師）が相談に応じる。

保健センターにおける精神保健福祉相談実
施件数
　相談員による相談　　延８，２４２人
　医師相談　　　　　　　　延１５５人

精神保健福祉
課

区保健セン
ター

12
精神保健福祉センターに
おける精神保健福祉相談

精神保健福祉センターにおいて、思春期の心の悩み、ひきこもり、家庭・職
場における対人関係、うつ病など精神的な病気に関すること、アルコールな
どの問題、自死遺族の心の痛みなどに関する相談を行う。

電話相談　延3,699件
面接相談　延550件

精神保健福祉
センター

13
民生委員・児童委員等へ
の研修

地域で活動する民生委員・児童委員等を対象にした自殺予防のための研修を
実施し、併せて自殺予防に関する相談に応じ支援を行う保健師等との連携強
化を図る。

保健センターにおける民生委員等に対する
うつ・自殺(自死)予防研修
実施回数1２回　　参加人数281人

精神保健福祉
課

14
うつ病・自殺対策相談機
関職員への研修

保健センターや福祉事務所、消費生活センター、ハローワークなどの相談機
関の職員を対象に、うつ病や自殺に関する基礎的な知識を習得し、自殺のハ
イリスク者の早期発見や自殺に関する相談に適切に対応できることを目的と
した研修会を実施する。

ゲートキーパープレ講習　2回　90人
ゲートキーパー研修　2回　92人
医療機関スタッフ研修　1回　21人

精神保健福祉
センター

15
うつ病・自殺対策相談機
関実務者連絡会議

相談機関職員の資質向上や相互連携を図るための実務者連絡会議を開催し、
事例検討・情報交換を行う。

うつ病・自殺（自死）対策相談機関実務者
連絡会議１回　17人

精神保健福祉
センター

16
かかりつけの医師と精神
科医の連携強化

うつ病など自殺の危険性が高い人を早期に発見し、適切な精神科医療を受け
られる体制を整備するため、広島市連合地区地域保健対策協議会等関係機関
と連携しながら、かかりつけの医師と精神科医の連携強化を図る。

・「かかりつけの医師から精神科医への診
療情報提供」を継続して実施している。
(推計連携件数見込：６１２件)
・広島市連合地区地域保健対策協議会に委
託し、「かかりつけの医師と精神科医の連
携のための研修会」を開催予定だったが、
新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点
から中止に至った。

精神保健福祉
課

17 自殺者の遺族等への支援

精神保健福祉センターにおいて、自死遺族が心の痛みから回復する手助けと
なるよう、遺族自身の体験や気持ちを安心して語り合える「分かち合いの
会」の運営を支援する。また、自死遺族の心のケアのための講演会や、相談
機関職員を対象とした、自死遺族に対する理解を深めるための研修会を実施
する。

わかちあいの会　3回　1人
自死遺児支援研修会　1回　23人
自死遺族等支援研修会　1回　9人
自死遺族等のための講演会・交流会　1回
9人

精神保健福祉
センター

18
メンタルヘルスに関する
相談窓口の普及啓発

メンタルヘルスに関する相談窓口を記載したリーフレットの作成配布を行
う。

こころのケアガイドブック　5,000部
思春期向けカード　30,000枚

精神保健福祉
センター
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第２章　基本方針を実現するために取り組む生活習慣等に関わる分野ごとの施策

(4)喫煙

番号 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

1
喫煙者に対する禁煙のす
すめ

喫煙率の減少に向けて、保健センターの各種保健事業や禁煙週間等に実施す
る啓発を通じて、禁煙を希望する喫煙者に対し、禁煙の助言や情報提供を行
う。

健康展・パネル展
10回／830人

健康推進課
区保健セン

ター

2 禁煙教室と個別支援
禁煙希望者が確実に禁煙できるよう、保健センターにおいて、これまでの集
団型の禁煙教室に加え、相談員等の電話や面談による個別支援を行う。

禁煙相談　82人
健康推進課
区保健セン

ター

3

「広島市地域保健・職域
保健連携推進協議会」事
業
（喫煙）

禁煙支援を強化するため、地域保健と職域保健の関係団体・機関等で構成す
る「広島市地域保健・職域保健連携推進協議会」の活動を通じた禁煙支援の
取組を検討する。

協議会開催：1回
健康推進課
区保健セン

ター

4
喫煙に関する知識の普及
啓発

保健センターにおいて、喫煙に関する知識を広く普及するため、家庭、学
校、地域団体と連携した取組を行う。

喫煙防止健康教育　4回／278人
健康展・パネル展　10回／830人

健康推進課
区保健セン

ター

5
未就学児への防煙教育
（再掲）

未就学児に対して、保育園や幼稚園での紙芝居による防煙教育を実施する。
（※第１章２(1)№16再掲）

実施状況
依頼施設　320施設
実施施設　148施設

健康推進課

6
飲酒喫煙・薬物乱用防止
教室（再掲）

各学校において、薬物等の専門家を招へいし、飲酒喫煙・薬物乱用を防止す
るための授業を実施する。（※第１章２(1)№17再掲）

市立小・中・高等学校で、薬物乱用防止教
室を実施した。
小学校：71.6%　中学校：100%　高等
学校：100%

健康教育課

7
飲酒喫煙防止の啓発活動
（再掲）

飲酒喫煙を防止するための啓発パンフレットを作成し、学校や幼稚園の保護
者に配布する。（※第１章２(1)№18再掲）

リーフレット配布数：54,170部
健康推進課
健康教育課

8

「広島市未成 年者 の禁
酒・禁煙環境づくり事業
実行委員会」の取組（再
掲）

未成年者への喫煙・飲酒防止の普及啓発を行うため、学校、地域団体、関係
団体、関連事業者、行政で構成する「広島市未成年者の禁酒・禁煙環境づく
り事業実行委員会」の活動を通じた取組を行う。（※第１章２(1)№24再
掲）

実行委員会は一定の役割を果たしたものと
考えられることから、令和３年度で解散し
た。

健康推進課
区保健セン

ター

9
大学や専門学校と連携し
た喫煙防止教育

若い世代に向けた喫煙を防止するため、大学や専門学校等の講義やイベント
などを活用して、喫煙防止教育や禁煙支援を行う。

喫煙防止健康教育　4回／278人
健康推進課
区保健セン

ター

10
母子健康手帳の交付及び
妊婦相談（再掲）

妊娠の届出をした妊婦に対し母子健康手帳を交付し、妊娠や出産に関する相
談を行うとともに、妊娠・授乳時における飲酒・喫煙の害を周知する。（※
第１章２(1)№１再掲）

母子健康手帳交付数　8,822件
こども・家庭

支援課

11
本市所管施設の受動喫煙
防止対策

本市が所管する施設における受動喫煙防止対策については、引き続き、全面
禁煙を目指し、施設の所管課等に対し指導を行う。

令和３年１２月に調査を実施
（屋内禁煙の施設）

9９..1％

健康推進課
区保健セン

ター

12
新規営業の飲食店等の受
動喫煙防止対策

新規営業の飲食店等に受動喫煙防止対策の必要性を周知するため、「広島市
受動喫煙防止対策ガイドライン(施設版)」を配付する。

ー
健康推進課
区保健セン

ター

13 公共的な施設の状況把握
受動喫煙防止のための方策を検討するため、飲食店や宿泊施設等の公共的な
施設における定期的な実施状況を把握する。

各年調査のため実施なし
令和４年度に調査実施予定

健康推進課
区保健セン

ター

14
受動喫煙防止対策ガイド
ラインの活用

職場や飲食店等に受動喫煙防止対策を推進するため、企業や医療保険者等、
職域保健の関係団体・機関と連携し、受動喫煙防止対策ガイドラインを活用
した指導を行う。

ー
健康推進課
区保健セン

ター

15
家庭における受動喫煙防
止対策

家庭における受動喫煙防止対策を推進するため、保健センターの母子保健事
業等で啓発用パンフレットの配付等による取組を行う。

母子健康手帳交付時における
リーフレット配付数：4,000部

健康推進課
区保健セン

ター

16

「元気じゃけんひろしま
21協賛店・団体」禁煙
協賛の認証店数の拡大

市民の健康づくりを支援する禁煙を行う事業所や店舗を増やすため、市民の
健康づくりを支援する「元気じゃけんひろしま21協賛店・団体」禁煙協賛の
認証店数を拡大する取組を推進する。

禁煙・禁煙支援　　266店舗
健康推進課
区保健セン

ター
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第２章　基本方針を実現するために取り組む生活習慣等に関わる分野ごとの施策

(5)飲酒

番号 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

1
健康教育、健康相談等
（飲酒）

保健センターにおいて、飲酒が与える影響や適正な飲酒について普及啓発す
るため、健康教育や健康相談を実施するとともに、アルコールに関するパネ
ル展示やリーフレットの配布を行う。

保健センターロビー等において、適正飲酒
に関するリーフレットを配布するととも
に、パネル展示を実施した。

健康推進課
区保健セン

ター

2
アルコールに関するパネ
ルの貸出

精神保健福祉センターにおいて、アルコールに関する情報を掲載したパネル
の貸出を行う。

０件
精神保健福祉

センター

3
母子健康手帳の交付及び
妊婦相談（再掲）

妊娠の届出をした妊婦に対し母子健康手帳を交付し、妊娠や出産に関する相
談を行うとともに、妊娠・授乳時における飲酒・喫煙の害を周知する。（※
第１章２(1)№１再掲）

母子健康手帳交付数　8,822件
こども・家庭

支援課

4
大学や専門学校等との連
携による出前授業等（飲
酒）

保健センターにおいて、若い世代に向けて飲酒が与える影響や適正な飲酒に
ついて普及啓発するため、大学や専門学校等との連携を図り、出前授業やア
ルコールパッチテストの実施、イベント等で啓発用リーフレットを配布す
る。

8回　1232人
健康推進課
区保健セン

ター

5
企業等との連携による健
康教室等（飲酒）

従業員や家族に向けて飲酒が与える影響や適正な飲酒について普及啓発する
ため、企業等との連携を図り、健康教室を実施する。

健康教室
0回

健康推進課

6

「広島市地域保健・職域
保健連携推進協議会」事
業
（飲酒）

地域保健と職域保健の関係団体・機関等で構成する「広島市地域保健・職域
保健連携推進協議会」の活動を通じて、飲酒が与える影響や適正な飲酒につ
いて普及啓発するための取組を検討する。

協議会開催：1回 健康推進課

7
自助グループに関する情
報提供

アルコール等依存関連の自助グループに関する情報をまとめたものをホーム
ページに掲載する。

依存症関連に自助グループ一覧表を作成
し、関係機関に配布したほか、広島市公式
ホームページに掲載した。

精神保健福祉
センター

8
飲酒喫煙・薬物乱用防止
教室（再掲）

各学校において、薬物等の専門家を招へいし、飲酒喫煙・薬物乱用を防止す
るための授業を実施する。（※第１章２(1)№17再掲）

市立小・中・高等学校で、薬物乱用防止教
室を実施した。
小学校：71.6%　中学校：100%　高等
学校：100%

健康教育課

9
飲酒喫煙防止の啓発活動
（再掲）

飲酒喫煙を防止するための啓発パンフレットを作成し、学校や幼稚園の保護
者に配布する。

リーフレット配布数：54,170部
健康推進課
健康教育課

10

「広島市未成 年者 の禁
酒・禁煙環境づくり事業
実行委員会」の取組（再
掲）

未成年者への喫煙・飲酒防止の普及啓発を行うため、学校、地域団体、関係
団体、関連事業者、行政で構成する「広島市未成年者の禁酒・禁煙環境づく
り事業実行委員会」の活動を通じた取組を行う。

実行委員会は一定の役割を果たしたものと
考えられることから、令和３年度で解散し
た。

健康推進課
区保健セン

ター
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「元気じゃけんひろしま２１(第２次)」に係る主な事業・取組一覧(令和3年度実績)
第２章　基本方針を実現するために取り組む生活習慣等に関わる分野ごとの施策

(6)歯と口の健康

番号 施策細目 主な事業・取組
概要等の説明

※再掲については再掲事業の番号を記載
令和3年度実績 関係課

1
歯と口の健康に関する教
室、歯科相談等

う蝕や歯周病等の歯科疾患予防や口腔の状態と全身の健康との関係等に関す
る正しい知識の普及啓発を行うため、学校、地域団体、企業、歯科医療機関
等と連携して、保健センター等において、歯と口の健康に関する教室、歯科
相談などを行う。

歯科保健教室：7回　102人
歯科相談　：7回　57人

健康推進課
区保健セン

ター

2
妊婦健康診査（歯科健康
診査）

妊娠期には歯科疾患が増悪しやすく、また母親のう蝕は子どものう蝕に関連
があるといわれていることから、妊婦及び生まれてくる子どもの口腔衛生の
向上を図るため、歯科医療機関において妊婦歯科健康診査を実施する。

妊婦歯科健診受診者数　4,176人
こども・家庭

支援課

3
乳幼児健康診査（歯科健
康診査）

幼児期におけるう蝕予防のため、保健センターにおいて、１歳６か月児及び
３歳児に対し歯科健康診査及び歯科保健指導を行うとともに、１歳６か月児
を対象に、う蝕予防のためのフッ素塗布を行う。

・１歳６か月児歯科健診　5,704人
・１歳６か月児フッ素塗布　5,392人
・３歳児歯科健診　5,694人

こども・家庭
支援課

4
地域子育て支援センター
育児講座（再掲）

妊産婦とその配偶者及び乳幼児と保護者等を対象に、子育てや子どもの病気
の予防、食生活、う蝕予防に関する教室等を開催する。
（※第１章２(1)№７再掲）

・こどもの病気に関する講演会　12回
・生活習慣向上教室　44回
・いい歯すくすく教室　12回

こども・家庭
支援課

5 「よい歯の集い」
広島市学校保健大会の分科会の一つとして、「よい歯の集い」を開催し、優
秀学校や児童の表彰と専門講師による講演会を実施する。

新型コロナウイルス感染症のため、広島市
学校保健大会が中止となり、講演会を実施
できなかった。優秀学校、児童表彰につい
ては、実施した。

健康教育課

6 節目年齢歯科健診

定期的な歯科健康診査と歯石除去の習慣化につなげるため、30・35・40・
45・50・55・60・70歳の市民を対象に、歯科医療機関において、節目年
齢歯科健診を実施する。また、若い働く世代からの歯周病予防対策として、
企業等と連携し、節目年齢歯科健診の受診率向上を図る。

節目年齢歯科健診受診者数：13,736人
受診率：12.8％

健康推進課
区保健セン

ター

7 歯周病予防普及啓発
歯周病予防に効果的なデンタルフロスや歯間ブラシの使用を普及するため、
日頃から継続的にデンタルフロス等を使用し、歯と口の健康管理に努めてい
る人を対象とした「ビューティフル歯ッション賞」の認定等を行う。

令和3年度から廃止 健康推進課

8
「８０２０」いい歯の表
彰（再掲）

80歳以上で20本以上の自分の歯を保つことを目指した「８０２０運動」の
普及啓発を図るため、「８０２０」を達成した市民を対象に「８０２０」い
い歯の表彰を行う。（※第１章２(3)№６再掲）

被表彰者数
894名

健康推進課
区保健セン

ター

9 噛ミング３０運動
「ひとくち３０回以上かむこと」を目標に、節目年齢歯科健診、乳幼児健康
診査等の歯科保健事業の中で、リーフレットの配布等により、よくかんで味
わって食べることの大切さについて啓発する。

３歳児健診パンフレット配布数
5,711冊

こども・家庭
支援課

10 介護予防教室
地域包括支援センターが実施する介護予防教室において、高齢者の口腔機能
低下を予防するための口腔の体操等を行う。

地域包括支援センターが開催する介護予防
教室において、口腔機能低下予防のための
教室を実施した。
（参考）介護予防教室の開催実績
・開催回数：1,843回
・参加者数：32,602人
※口腔機能低下予防に関する教室のみの実
績は未集計

地域包括ケア
推進課

11 在宅訪問歯科健診・診療
通院が困難な在宅寝たきり者等の口腔機能の維持・改善を図るため、訪問歯
科健診を行うとともに、訪問歯科診療を促進する。

在宅訪問歯科健診受診者：240人
健康推進課
区保健セン

ター
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